
大
和
田
建
樹
作
詞

「
旅
泊
」
と
唐
張
継

「楓
橋
夜
泊
」

ー
明
治
唱
歌
に
よ
る
和
洋
中
文
化

の
融
合
ー

丹

羽

博

之

要

旨

た
け

き

大
和
田
建
樹
作
詞

の
明
治
唱
歌

「
旅
泊
」
は
、
海
辺
で
の
仮
泊

の
旅
愁
を
歌

っ
た
名
品
で
あ

る
が
、
曲
自
体
は
イ
ギ
リ

ス
の
曲
と
言
わ
れ
て
い
る
。
更

に
そ

の
歌

詞
は
、
唐

の
詩
人
張
継

の
七
言
絶
句

「
楓
橋
夜
泊
」
を
そ

っ
く
り
利
用
し

て
い
る
。
曲
は
西
洋
、
歌
詞
は
漢
詩

の
利
用
、
歌
う

の
は
日
本
人
。
両
者

の
比
較
を
通
し

切

て
当
時

の
東
洋
と
西
洋
と

の
文
化

の
融
合
を
考
察
す
る
。

ー

キ

ー
ワ
ー
ド

"
大
和
田
建
樹

明
治
唱
歌

楓
橋
夜
泊



人
文
科
学
部
論
集

第
6
号

中
年
以
上

の
世
代

に
は
な

つ
か
し

い
文
部
省
唱
歌
。
日
本

の
美
し

い
四
季
や
自
然
、
幼

い
日
々
を
送

っ
た
田
舎

の
情
景
が
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
。
学
校

や

家
庭
で
唱
歌
を
聞
き
な
が
ら
育

っ
た
世
代
に
は
郷
愁
を
そ
そ
ら
れ
る
。
と

こ
ろ
が
、
メ
デ
ィ
ア
の
普
及
と
と
も

に
音
楽
環
境

は
激
変
し
た
。
最
近
は
や
り

の
J
ポ

ッ

プ
を
心
地
よ
く
聞
け
る
古

い
世
代
は
多
く
は
あ

る
ま

い
。
生
ま
れ
た
時
か
ら
、
幼
児
向

け
の
テ
レ
ビ

・
ビ

デ
オ
か
ら
流
れ
る
テ
ン
ポ
の
速

い
音
楽

に
慣
れ
親
し
ん
だ

今

の
子
供

に
は
、
唱
歌

の
メ
ロ
デ
ィ
は
古
臭
く

て
感
覚
が
合
わ
な

い
と

い
う

。
「村

の
鍛
冶
屋
」
と

い

っ
て
も

、
そ
も
そ
も
鍛
冶
屋
自
体
が
村
か
ら
姿
を
消
し
て
し

ま

っ
て
お
り
、
生
活
習
慣
も
急
速
に
変
化
し
て
し
ま

っ
た
。
勢

い
学
校

の
音
楽
教
育
か
ら
も
唱
歌
は
徐

々
に
姿
を
消
し
て
い
る
。

文
部
省
唱
歌
に
代
表
さ
れ
る
唱
歌
は
明
治
維
新
以
後
、
西
洋
音
楽

の
流
入
と
と
も
に
生
ま
れ
た
。
巷
間
で
は
、
大
和
田
建
樹

・
奥
好
義
編

の

『明
治
唱
歌
』

(明

治

二
十

一
年

の
第

一
集

か
ら
第
五
集

の
二
十
三
年
ま

で
)
等
が
よ
く
歌
わ
れ
た
。
開
国
間
も
無

い
明
治
期

の
こ
と
、
曲

の
多
く
は
外
国
か
ら

の
借
り
物
が
多
か

っ
た
。

「
蛍

の
光
」

の
原
曲
は
メ

ロ
デ
ィ
は

ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド

の
民
謡
オ
ー
ル
ド

・
ラ
ン
グ

・
サ
イ
ン

(〉
三
α

い
磐
oq
ω
巻

Φ
)

で
あ

る
。
と

こ
ろ
が
、
そ

の
歌
詞
に
は

『蒙
求
』
な
ど
の

「孫
康
映
雪
、
車
胤
聚
蛍
」

(蛍
雪
之
功
)

の
有
名
な
故
事
を
巧

み
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
西
洋

の
曲
に
中
国
の
故
事
を
織
り
込
ん
だ
歌
詞
を
付

け
、

日
本
人
が
歌
う
と

い
う
和
洋
中

の
文
化

が
融
合
し
た
も

の
で
あ
る
。
鳥
居
枕
作
詞

.
滝
廉
太
郎
作
曲

「箱
根

八
里
」
、
武
島

羽
衣
作
詞

.
滝
廉
太
郎
作
曲

「
花
」
等

④q

の
人

口
に
膳
奥

し
た
歌
詞

の
中
に
も
漢
詩

の
表
現
は
濃
厚
に
認
め
ら
れ
る
。

こ
う

し
た
和
洋
中

の
文
化

の
融
合

し
た
例
は
明
治
期

の
唱
歌
に
多

い
。
本
稿
で
は
大
和

田
建
樹
作
詞

の

「
旅
泊
」

の
歌
詞
と
唐
張
継

の
有
名
な

■
楓
橋
夜
泊
」

の
漢
詩
を
中
心
に
考
察
す
る
。

一

ま
ず
、
明
治
唱
歌

一

磯
の
火
細
り
て

岩
う

つ
波
音

か
か
れ
る
友
舟

「旅
泊
」
を

『
日
本

の
唱
歌

(上
)
』

(金

田

一
春
彦
-
安
西
愛
子
編

・
講
談
社
文
庫
)

に
よ
り
、
挙
げ
る
。

更
く
る
夜
半
に

ひ
と
り
高
し

ひ
と
は
寝
た
り



た
れ
に
か

語
ら
ん

旅
の
心

二

月
影
か
く
れ
て

か
ら
す
哺
き
ぬ

年
な
す
長
夜
も

明
け
に
近
し

起
き
よ
や
舟
人

遠
方
の
山
に

横
雲
な
び
き
て

今
日
も
の
ど
か

(
『明

治

唱
歌

(三
)
』

明

22

・
6
)

同
書

の
解
説

に
は

イ
ギ
リ

ス
の
曲
と

い
う
。
大
和

田
が
そ
れ
に
作
詞
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
舟
旅
に
出
た
旅
人

の
心
細

い
気
持
、

夜
が
明
け
て
ほ

っ
と
す
る
気
持

が
よ
く
出

て

い
て
、
見
事
な
歌
詞

で
あ
る
。

『明
治
唱
歌
』

で
最
初

に
出
た

芸
術
的
な
歌
詞

で
は
な
か
ろ
う
か
。
大
和

田
の
力
量
は
十
分
に
わ
か
る
。

(中
略
)

ほ
か
に

「
灯
台
守
」
と

い
う
歌
詞
も
あ
り
、

こ
れ
は
勝
承
夫
氏

の
改

訂
し
た
も

の
が

『五
年
生

の
音
楽
』

に

載

っ
た
。

と
あ
る
。

　　　

た
し
か
に
、
首
尾

一
貫
し
た
芸
術
的
な
見
事
な
歌
詞

で
あ
る
。
四
国

の
宇
和
島
出
身

の
大
和
田
建
樹

の
瀬
戸
内
海

で
の
舟
旅

の
経
験
も
背
景
に
あ

る
の
か
も
し
れ

な

い
。
原
曲
は
イ
ギ
リ

ス
の
曲
ら
し

い
が
、
曲
名
、
作
曲
者
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
曲
は
賛
美
歌
に
も
あ
り
、
昭
和
十
年
代

に
は
教
会

で
歌
わ
れ
て
い
た
と

い
う

こ

と
を
三
人

の
昭
和

一
桁
生
ま
れ

の
人
か
ら
聞

い
た
。
但
し
、
稿
者
が
調

べ
た
限
り

の
賛
美
歌

に
は
、
見
あ
た
ら
な
か

っ
た
。
賛
美
歌
集
も
教
会

の
派

に
よ

っ
て
異
な

り
、
賛
美
歌
も
時
代

や
場
所
に
よ

っ
て
も
信
者

に
好
ま

れ
る
よ
う
様

々
な
変
遷

が
あ
る
よ
う
だ
。
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二
、

「
楓
橋
夜
泊

」

蘇
州
寒

山
寺
を
詠

ん
だ
張

継

の

「
楓
橋
夜
泊
」

は
あ
ま
り

に
も
名
高

い
。
こ
の
詩
は
中
国

で
も
愛
唱
さ
れ
た
が
、
現
代
日
本

で
も
N
H
K
の

「
ゆ
く
年
く

る
年
」

な
ど

で
除
夜

の
鐘
と
し
て
放
映
さ
れ
て
名
高
く
、
時
代
劇

の
床

の
間
な
ど

の
掛
け
軸
と
し
て
か
か

っ
て
い
る
こ
と
も
多

い
。
そ
の
昔

の
流
行
歌

「蘇
州
夜
曲
」
に
も

「
鐘
も
鳴
り
ま
す
寒
山
寺
」
と
あ

っ
た
。

ふ
う
き
ょ
う

や

は
く

楓
橋
夜
泊

月
落
烏
喘
霜
満
天

江
風
漁
火
対
愁
眠

姑
蘇
城
外
寒
山
寺

夜
半
鐘
声
到
客
船

張
継

か
ら
す
な

月
落
ち
烏
喘
き
て

霜
天
に
満
つ

こ
う
ふ
う
ぎ
よ

か

し
う
み
ん

江
風
漁
火

愁
眠
に
対
す

こ

そ

じ
や
う
が
い

か
ん
ざ
ん

じ

姑
蘇
城
外
の

寒
山
寺

や

は
ん

し
よ
う
せ
い

か
く
せ
ん

い
た

夜
半
の
鐘
声

客
船
に
到
る

(20>

 

秋

の
水
辺

で
の
し
み
じ
み
と
し
た
旅
愁
が
詠
ま
れ
て

い
る
。
こ
の
詩
は
日
本
人
に
も
愛
読
さ
れ
た

『唐
詩
選
』

張
継
は
こ
の

一
首
に
よ

っ
て
後
世
に
名
を
残
し
た
と
言

っ
て
も
良

い
。
日
本
人
に
も
愛
さ
れ
た

「
楓
橋
夜
泊
」

利
用
し
て
い
る
。
以
下
に

「旅
泊
」
と

i楓
橋
夜
泊
」

の
類
似
点
を
挙
げ

る
。

⑦

問
旅
泊
」
↓

「夜
泊
」

②

「
磯

の
火
」
↓

■
漁
火
」

③

「
ふ
く
る
夜
半
」
↓

「
夜
半
」

④

「
友
舟
」

「舟
人
」

↓

「
客
船
」

『唐
詩
三
百
首
』

『三
体
詩
』

に
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、

の
詩
句
を
大
和
田
建
樹
は

「
旅
泊
」

の
中
に
巧
み
に



⑤

「
ひ
と
は
寝
た
り
」

「旅

の
心
」
↓

「
愁
眠
」

⑥

「月
影
か
く
れ
て

か
ら
す
喘
き
ぬ
」
↓

「
月
落
烏
喘
」

⑦

「遠
方

の
山
」
↓

「
寒
山
寺
」

「
旅
泊
」
が

「
楓
橋
夜
泊
」
を
粉
本
と
し
た
こ
と
は
、

一
目
瞭
然
で
あ
る
。
特
に

「
月
影

か
く
れ
て

か
ら
す
喘
き
ぬ
」
は

「月
落
鳥
喘
」
を
そ

の
ま
ま
訓
読
し

た
感
が
あ
る
。
現
代

の
目
か
ら
み
る
と
剰
窃

の
よ
う
に
も
思
え

る
が
、
明
治
時
代
に
は
先
行
作
品
を
利
用
す

る
こ
と
は
ご
く
普
通
に
行
わ
れ
て
い
た
。
歌
詞
が
漢
詩

を
そ
の
ま
ま
翻
訳
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
う
た
わ
れ
て

い
る
内
容
も
起
承
転
結

の
展
開
を
し
て
お
り
、
絶
句

の
構
成
そ

の
も

の
で
あ
る
。
以
下
簡
単
な
分
析
を
試

み
る
。「磯

の
火
細
り
て

更
く

る
夜
半

に
」
を
承
け
て

「岩
う

つ
波
音

ひ
と
り
高
し
」
と
海
辺
の
様
子
を
歌

い
、
次
に

「
か
か
れ
る
友
舟

ひ
と
は
寝
た
り
」
と
自

然

の
様
子
か
ら
人
事

に
転

じ
る
。
結
び

に
登
場
人
物

(作
者
)

の
心
境
が

「
た

れ
に
か

語
ら
ん

旅

の
心
」
と
う
た
わ
れ
る
。
「
旅
泊
」

の
四
行

の
歌
詞
は
絶
句

の
起
承
転
結
と
良
く
似
た
構
成

で
作
ら
れ
て

い
る
。

二
番

の
歌
詞
も
張
継

の
詩

の
起
句
を
強
く
意
識
し
て

[
月
影
か
く

れ
て

か
ら
す
喘
き
ぬ
」
と
は
じ
ま
り
、
前

半
は
周
り

の
様
子
を
歌

い
、
転
句
で
は
人
が
登
場
す

る
。
最
後
に
は
夜
が
明
け

て
横
雲
な
び
く
晴

れ
た
朝
空

に
ほ

っ
と
す
る
気
持
ち
で
結

ん
で

い
る
。
唱
歌

の
多
く

は
四
行

か
ら
な
り
、
そ

の
多
く
は
起
承
転
結
の
構
成

で
あ
る
。
四
行

の
唱
歌

の
場
合
、
大
和
田
建
樹
ら
明
治

の
人
は
絶
句

の
構
成
を
意
識
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

勿
論
、
ど
の
程
度
意
識
的

で
あ

っ
た
か
は
個
人
差
が
あ

ろ
う

が
。

大
和
田
建
樹

の
略
歴
を

『日
本

の
唱
歌
』

に
よ
り
、
抜
粋
す
る
。

大
和
田
建
樹

(
一
入
五
七
-

一
九

一
〇
)
国
文
学
者

で
詩
人
。
愛
媛
県

の
宇
和
島

に
出
生
。
そ
の
藩
校

に
学
ん
だ

の
ち
、
広
島
外
国
語
学
校

で
英
語
を
勉
強
し

た
。
上
京
後
、
大
町
桂
月
ら
の
大
学
派

に
対
し
て
、
野
に
あ
る
国
文
学
者
と
し

て
知
ら
れ
た
。

(中
略
)
彼

の
大
き
な
業
績

は
何
と

い

っ
て
も
唱
歌

の
作
詞

で
、

「哀
れ

の
少
女
」

「旅
泊
」

の
よ
う
な
、
他

の
人

に
先
立

っ
て
文
学
的
な
作
品
を
公

に
し
た
功
は
大
き
く
、
ま
た
、

こ
の
本

で
も
見
ら
れ
る
通
り
、
明
治
時
代

の

唱
歌

の

一
番
多
く

の
も

の
を
作
詞
し
た

の
は
、
彼
で
あ
る
。
し
か
も
、
「
鉄
道
唱
歌
」

「散
歩
唱
歌
」
そ

の
他
長
大
な
も

の
が
多
く
、
ど
ん
な
題
材

で
も
頼
ま
れ

れ
ば
引
き
受
け

て
作

っ
た

(中
略
)
早
作
り

の
名
人

で
、
長

い
歌
詞
を

ス
ラ
ス
ラ
と
作
り
、
生
涯

に
詠
ん
だ
和
歌

の
数

は

一
万
数
千
首

に
及
ん
だ
と
伝
え
る
。

大
和
田
建
樹
は
、
明
治
を
代
表
す

る
唱
歌
作
詞
者

で
あ

る
が
、
維
新
前
は
、
愛
媛
県
宇
和
島

の
藩
校
明
倫
館

で
、
漢
学
を
学
ん

で
い
る
。
江
戸
末
期
に
生
ま
れ
た

大
和
田
建
樹
作
詞

「旅
泊
」
と
唐
張
継

「楓
橋
夜
泊
」
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明
治
人

の
常
と
し
て
、
漢
文

の
素
養
は
十
分
に
あ

っ
た
。
国
文
も
よ
く
し
た
が
、
幼
少
期
に
学
ん
だ
漢
学
も
彼

の
思
考

の
根
底

に
は
あ

っ
た
。

早
作
り
の
名
人
で
あ

っ
た
大
和
田
建
樹
は
漢
文
を
始
め
、
先
行
作
品
を
う
ま
く
利
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
速
詠
、
多
作
も
可
能

に
な

っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

先

に
も
述
べ
た
が

「
旅
泊
」

の
曲

は
、
後

に

「灯
台
守
」

の
名

の
曲
と

し
て
小
学
生
に
歌
わ
れ
た
。

『拝
情
歌
愛
唱
歌
大
全
集
』

(ビ

ク
タ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
)
に
よ
り
、
そ

の
歌
詞
と
解
説
を
挙
げ
る
。

灯
台
守

勝
承
夫
作
詞

こ
お
れ
る
月
か
げ

空

に
さ
え

て

ま
冬

の
あ
ら
波

よ
す

る
小
島

思
え

よ

と
う
だ

い
ま
も
る
人

の

と
う
と
き

や
さ
し
き
愛

の
心

{22)

 

は
げ
し
き
雨
風

北

の
海

に

山
な
す
あ
ら
波

た
け
り
く
る

そ

の
夜
も

と
う
だ

い
ま
も
る
人

の

と
う
と
き
誠
よ

海
を
照
ら
す



明
治

二
十

二
年
六
月
発
刊

の

『明
治
唱
歌

(
三
)
』

に
既
に
こ
の
メ

ロ
デ
ィ
が
載

っ
て
い
る
が
、
こ
の
時
は
大
和
田
建
樹
が
書

い
た

「
旅
泊
」
と

い
う
題
名

が

つ
い
て
い
た
。
勝
承
夫
作
詞

の
こ
の
歌

は
、
戦
後

の
昭
和

二
十

二
年
、
文
部
省
発
刊

の
最
後

の
教
科
書

『五
年
生

の
音
楽
』
に
載

っ
た
も

の
。
イ
ギ
リ
ス
の

曲
と

い

っ
て
も
原
題
も
作
曲
者
も

よ
く
判
ら
な

い
が
、
感
傷

の
豊

か
な

メ
ロ
デ
ィ
が
大
き
な
魅
力

に
な
り
、
少
年
少
女

の
心
に
訴
え

る
も

の
が
あ

っ
た

の
か
、

歌
詞
は
変
わ

っ
た
が
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
歌

い
継
が
れ
て
き
た
。

「
旅
泊
」

の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
抜
け
切
れ
な
か

っ
た

の
か
、
海
辺

の
灯
台
守
と

し
て
作

詞
さ
れ

て
い
る
。
「
海
辺

・
夜

・
月
影

・
漁
火

(灯
台
)

・
波
た
か
し

(あ

ら
波
)
」
等

が

「
旅
泊
」
と
重
な
る
。
歌

詞
も
起
承
転
結

の
構
成
で
あ
り
、
前
半

で
自
然
、
後
半

は
人
事
を
歌
う
。

こ
の

「
旅
泊
」

の
曲

は
韓
国

の
教
科
書

に
も

載

っ
て
い
る
と

の
こ
と

で
、
韓
国

の
留
学
生
数
人

に
聞
く
と
全
員
知

っ
て
い
た
。
し
か
も
、
曲
名

は

「
三
。
叩
刃
円
」
、
日
本
語

に
訳
せ
ば

一
灯
台
守
」
に
な
り
、
歌

わ
れ

て
い
る
内
容
も

「
灯
台
守
」
に
近

い
と

い
う

。
題
名

の

一
致
、
歌
詞
の
内
容

の
類
似

か
ら
、
恐
ら
く

日
本
で
歌
わ
れ
た

「灯
台
守
」
が
韓
国
に
伝
わ

っ
た
の
で

あ

ろ
う
。

か

っ
て
の
日
本
軍
歌

や
唱
歌
も
韓
国
や
北
朝
鮮

に
伝
わ
り
、
替
え
歌

で
歌
わ
れ
た
と

い
う

(安

田
寛
氏

『
日
韓
唱
歌

の
源
流
』
音
楽
之
友
社
)
。
イ
ギ
リ

ω

ス
の
曲
が
明
治
時
代
に
日
本
に
伝
わ
り
、
さ
ら
に
朝
鮮
半
島

に
も
伝
播
し
て

い
た
。

ω

結
び

明
治
時
代

の
人

々
は
、

陸
続
と
し
て
入

っ
て
く

る
西
洋

の
文
化
を
大
和
言
葉

で
は
な
く
、
漢
語
に
置
き
代
え

て
理
解

し
た

こ
と
が
多

い
。
表
意
文
字

で
あ
る
漢

語
は
、
意
味
の
伝
達

に
も
便
利

で
あ
り
、
江
戸
末

に
生
を
享
け
、
各
藩
校

で
漢
学
を
学
ん
だ
当
時

の
知
識
人

の
共
通
語

で
あ

っ
た
。
西
洋

の
文
化
を
理
解
す

る
に
あ

た

っ
て
、
明
治
人
は
漢
語
を
利
用
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
よ
り
効
率
的
に
西
洋
文
明
を
理
解
し
た
。
西
洋

の
音
楽

に
歌
詞
を

つ
け

る
に
あ
た

っ
て
も
、
和
歌
的
表
現
を

利
用
す
る
こ
と
も
多

か

っ
た
が
、
漢
詩
文

の
表
現
を
利
用
し
て
唱
歌

の
歌
詞
を
作
り
、
西
洋

の
曲

に
合
わ
せ
て
歌
う
と

い
う

こ
と
も
大
和
田
建
樹
等

の
唱
歌

に
は
よ

く
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
。
音
楽

(唱
歌
)
に
お

い
て
も
明
治

日
本
人
が
作
り
出
し
た
和
洋

中
文
化

の
融
合

の

一
斑
が
認
め
ら
れ
る
。

大
和
田
建
樹
作
詞

「旅
泊
」
と
唐
張
継

「
楓
橋
夜
泊
」



人
文
科
学
部
論
集

第
6
号

付
記

①
本
稿
は
、

一
海
知
義
神
戸
大
学
名
誉
教
授

を
長
と
す
る

i
読
游
会
」

(南
宋
陸
游
詩

の
輪
読
会
)
訪
中

の
折
り
、
漸
江
大
学

で
の

「
中
国
古
典
文
学

.
書
法
学
術

交
流
中
日
連
合
検
討
会
」

(
二
〇
〇
〇
年

五
月
十
日
)

に
お

い
て
口
頭
発
表
し
た
も

の
で
あ
る
。

②
大
和

田
建
樹
作
詞

「
あ
わ

れ

の
少
女
」
も
原
曲

は
、

ア
メ
リ
カ

の
フ
ォ

ス
タ
ー
の

「
遥

か
な

る
ス

ワ
ニ
ー
河
」

で
、

デ
ン

マ
ー
ク
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話

「
マ
ッ
チ
売

り

の
少
女
」

に
想
を
得
た
歌

詞
を
作
り
、
そ
れ
を
日
本
人
が
歌
う
と

い
う
も

の
で
あ

っ
た
。
さ
ら

に
そ

の
冒
頭

の

「
吹
き
捲
く
風
は
顔
を
裂
き
」

の

「
顔
を
裂
く
」
と

い
う
珍
し

い
表
現
は

『唐
詩
三
百
首
』

に
も
収

め
ら
れ
て

い
る
零
参

の
漢
詩

「
走
馬
川
行
。
奉
送
封
大
夫
出
師
西
征
」

(走
馬
川
行
。
封
大
夫

の
師

は
ら

さ

を
出
だ
し
て
西
征
す

る
を
送
り
奉

る
。
)

の

「半
夜
軍
行
文
相
撲

風
頭
如
刀
面
如
割
」

(半
夜
軍
行
し

て
文
相
揆

ふ
、
風
頭
は
刀
の
如
く
面
は
割
か
る
る
が
如
し
)

等
を
利
用
し
て
お
り
、
米

・
丁

(
デ
ン
マ
ー
ク
)

・
中

・
日

の
四
国

の
文
化
が
融
合
し
た
和
洋
中
折
衷

の
文
化
と
言
え

る
。
「
あ
わ
れ

の
少
女
」

に
関
し
て
は
、
東

ア
ジ
ア
比
較
文
化
国
際
会
議
日
本
大
会

(二
〇
〇
〇
年
十
月
十

五
日
於
国
学
院
大
学
)

に
お

い
て
、
「
明
治
唱
歌

『あ
わ
れ

の
少
女
』

に
見
え
る
和
洋
中
折
衷

の
文

化
ー

一
九
世
紀

の
米

・
丁

・
中

・
日
文
化

の
融
合
ー

」
の
題
目
で
ロ
頭
発
表
し
、
後

に

「東

ア
ジ

ア
比
較
文
化
研
究
」

(第
二
号

二
〇
〇
三
年
六
月
)
に
掲
載

。

③

こ
の
曲
が
韓
国
で
よ
く
歌
わ
れ
て

い
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
大
手
前
女
子
大
学

(当
時
)

の
留
学
生
金
銀

天
さ
ん
か
ら
教
示
を
得
た
。
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*

「
旅
泊
」

の
原
曲
は
イ
ギ
リ

ス
の
曲
と

い
う

が
、
そ
の
曲
名

が
不
明
な

の
は

い
か
に
も
残
念

で
あ

る
。
ご
存
じ
の
方
が

い
ら

つ
し

ゃ
れ
ば
、
お
教
え
願

い
た

い
。


